
(57)【要約】

【課題】幅Ｂと厚さＴが２ｍｍ以下であり、小型の内燃

機関に適したオイルリングを成形し得る溝付異形線材を

提供する。

【解決手段】ピストンのリング溝に接する面を平行化す

る研削加工によって、レール部摺動面の幅が減少されな

いようにしたことを特徴とし、ピストンのリング溝に接

する面となる両側面の延長した基準線とレール部の外側

隅部との間隔Ｃをそれぞれ少なくとも０．０８ｍｍにす

る。

【選択図】　　　図１

JP 2005-291003 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
幅 Ｂ と 厚 さ Ｔ が ２ ． ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ ウ ェ ブ 部 に 油 孔 を 直 列 状 に 連 設 し た ２ ピ ー
ス 型 オ イ ル リ ン グ 用 溝 付 異 形 線 材 で あ っ て 、 ピ ス ト ン の リ ン グ 溝 に 接 す る 面 を 平 行 化 す る
研 削 加 工 に よ っ て 、 レ ー ル 部 摺 動 面 の 幅 が 減 少 さ れ な い よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ２ ピ
ー ス 型 オ イ ル リ ン グ 用 溝 付 異 形 線 材 。
【 請 求 項 ２ 】
ピ ス ト ン の リ ン グ 溝 に 接 す る 面 と な る 両 側 面 の 延 長 し た 基 準 線 と レ ー ル 部 の 外 側 隅 部 と の
間 隔 Ｃ が そ れ ぞ れ 少 な く と も ０ ． ０ ８ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の ２ ピ ー ス 型 オ イ ル リ ン
グ 用 溝 付 異 形 線 材 。
【 請 求 項 ３ 】
レ ー ル 部 摺 動 面 の 幅 Ｄ が ０ ． １ ３ ～ ０ ． １ ９ ｍ ｍ で あ り 、 レ ー ル 部 の 内 側 傾 斜 角 度 θ が ３
～ ７ ° で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の ２ ピ ー ス 型 オ イ ル リ ン グ 用 異 形 線 材 。
【 請 求 項 ４ 】
レ ー ル 部 の 外 側 傾 斜 面 の 下 端 と 側 面 の 上 端 と を 段 部 を 介 し て 接 続 し た 請 求 項 ３ に 記 載 の ２
ピ ー ス 型 オ イ ル リ ン グ 用 溝 付 異 形 線 材 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ に 記 載 の ２ ピ ー ス 型 オ イ ル リ ン グ 用 溝 付 異 形 線 材 を 用 い た ２ ピ ー ス
型 オ イ ル リ ン グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 内 燃 機 関 の ピ ス ト ン の リ ン グ 溝 に 装 着 す る ２ ピ ー ス 型 オ イ ル リ ン グ （ 以
下 、 単 に オ イ ル リ ン グ と い う ） に 用 い る 溝 付 異 形 線 材 に 関 し 、 特 に 幅 と 厚 さ が ２ ｍ ｍ 以 下
で あ る オ イ ル リ ン グ に 適 し た 溝 付 異 形 線 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 こ の 種 オ イ ル リ ン グ 用 溝 付 異 形 線 材 は 、 硬 鋼 線 材 を ロ ー ル や ダ イ ス に よ る 塑 性
加 工 に よ り 断 面 略 Ｈ 字 型 に 成 形 し た 後 、 打 ち 抜 き 加 工 に よ っ て 線 材 長 手 方 向 の ウ ェ ブ 部 に
多 数 の 油 孔 を 直 列 状 に 形 成 し て い る 。 そ し て 、 こ の 溝 付 異 形 線 材 を 用 い て 、 ピ ス ト ン リ ン
グ メ ー カ で は 、 カ ー リ ン グ 加 工 と 研 削 加 工 に よ り 所 要 の オ イ ル リ ン グ を 成 形 し て い る 。 上
記 カ ー リ ン グ 加 工 は 溝 付 異 形 線 材 を 所 要 の 呼 び 径 と 自 由 合 口 す き ま を 有 す る リ ン グ 状 に 成
形 す る 加 工 で あ り 、 そ の 後 の 研 削 加 工 は 、 ピ ス ト ン の リ ン グ 溝 に 接 す る 面 と な る リ ン グ 体
の 上 下 面 を 平 行 化 す る 加 工 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 こ の 種 オ イ ル リ ン グ は 、 ト ラ ッ ク 、 バ ス 等 の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に 使 用 さ れ 、 幅
Ｂ × 厚 さ Ｔ が （ ３ ． ５ ～ ５ ． ０ ） ｍ ｍ × （ ２ ． ５ ～ ３ ． ０ ） ｍ ｍ で あ る 断 面 寸 法 の 大 き い
も の で あ っ た 。 近 年 、 オ イ ル リ ン グ は 、 小 型 の 内 燃 機 関 （ デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン や ガ ソ リ ン
エ ン ジ ン ） に も 使 用 さ れ 始 め 、 断 面 寸 法 の 小 さ い も の が 必 要 に な り 、 こ れ に 適 し た 溝 付 異
形 線 材 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 こ の 要 求 に 応 え る た め 、 未 研 磨 仕 上 状 態 で 、 幅 Ｂ を ３ ． ０ ｍ ｍ 以 下 、 高 さ （ 厚
さ Ｔ ） を ２ ． ３ ｍ ｍ 以 下 と し 、 線 材 の 長 手 方 向 に わ た る 幅 寸 法 の バ ラ ツ キ を ０ ． ０ １ ５ ｍ
ｍ 以 下 に し た オ イ ル リ ン グ が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ３ ７ ４ ２ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 幅 Ｂ × 高 さ （ 厚 さ Ｔ ） が ３ ． ０ ｍ ｍ × ２ ． ３ ｍ ｍ 程 度 以 下 の 小 断 面 材 で
は 、 そ の 断 面 形 状 が 油 孔 の 打 ち 抜 き 加 工 に よ っ て 乱 れ る た め 、 ピ ス ト ン リ ン グ メ ー カ で の
研 削 加 工 に 手 数 を 要 し 、 生 産 性 が 低 下 す る こ と に 鑑 み て な さ れ た も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 オ イ ル リ ン グ は 、 エ ン ジ ン の 高 性 能 化 、 軽 量 化 の た め 、 断 面 寸 法 が さ ら に 小
さ い も の が 求 め ら れ て い る 。 し か し 、 従 来 技 術 に よ る と 、 断 面 寸 法 が 小 さ い （ 幅 Ｂ と 厚 さ
Ｔ が ２ ． ０ ０ ｍ ｍ 以 下 ） 溝 付 異 形 線 材 に な る と 、 ピ ス ト ン リ ン グ メ ー カ で の 研 削 加 工 に よ
っ て 、 レ ー ル 部 の 先 端 隅 部 が 研 削 さ れ て 摺 動 面 の 幅 が 狭 く な り 、 潤 滑 油 の 掻 き 落 と し 能 力
を 十 分 に 発 揮 す る オ イ ル リ ン グ を 成 型 す る こ と が で き な い こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 幅 Ｂ と 厚 さ Ｔ が ２ ｍ ｍ 以 下 、 具 体 的 に は 、 幅 Ｂ が １ ． ５ ０ ～ １ ． ５
５ ｍ ｍ 、 厚 さ Ｔ が １ ． ５ ０ ～ ２ ． ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 小 型 の 内 燃 機 関 に 適 し た オ イ ル リ ン グ
を 成 形 し 得 る 溝 付 異 形 線 材 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 幅 Ｂ と 厚 さ Ｔ が ２ ． ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ ウ ェ ブ 部 に 油 孔 を 直 列 状 に 連
設 し た オ イ ル リ ン グ 用 溝 付 異 形 線 材 で あ っ て 、 ピ ス ト ン の リ ン グ 溝 に 接 す る 面 を 平 行 化 す
る 研 削 加 工 に よ っ て 、 レ ー ル 部 摺 動 面 の 幅 が 減 少 さ れ な い よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 研 削 加 工 時 に よ っ て 、 レ ー ル 部 摺 動 面 の 幅 が 減 少 さ れ な い よ う に す る
具 体 的 手 段 と し て は 、 ピ ス ト ン の リ ン グ 溝 に 接 す る 面 と な る 両 側 面 の 延 長 し た 基 準 線 と レ
ー ル 部 の 外 側 隅 部 と の 間 隔 Ｃ を そ れ ぞ れ 少 な く と も ０ ． ０ ８ ｍ ｍ に す る こ と に よ り 達 成 さ
れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 レ ー ル 部 摺 動 面 の 幅 Ｄ を ０ ． １ ３ ～ ０ ． １ ９ ｍ ｍ の 範 囲 に し 、 レ
ー ル 部 の 内 側 傾 斜 角 度 θ が ３ ～ ７ ° の 範 囲 に す る こ と に よ り 達 成 す る こ と が で き る 。 こ の
場 合 、 レ ー ル 部 の 外 側 傾 斜 面 の 下 端 と 側 面 上 端 と を 段 部 を 介 し て 接 続 し た 構 成 に す る と よ
り 好 適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の オ イ ル リ ン グ 用 溝 付 異 形 線 材 に よ る と き は 、 幅 Ｂ が １ ． ５ ０ ～ １ ． ５ ５ ｍ ｍ 、
厚 さ Ｔ が １ ． ５ ０ ～ ２ ． ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 小 型 の 内 燃 機 関 に 適 し た オ イ ル リ ン グ を 得 る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 研 削 加 工 に お い て レ ー ル 部 摺 動 面 の 幅 の 減 少 を 回 避 す る 目 的 を 、 レ ー ル 部 の 外 側 隅 部 と
両 側 面 の 延 長 し た 基 準 線 と の 間 隔 Ｃ を ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 以 上 に す る こ と に よ り 実 現 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 溝 付 き 異 形 線 材 １ は 、 そ の 幅 Ｂ が １ ． ５ ０ ～ １ ． ５ ５ ｍ ｍ 、 厚 さ Ｔ が １
． ５ ０ ～ ２ ． ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 長 手 方 向 に 連 続 す る レ ー ル 部 ２ 、 ２ 間 の ウ ェ ブ 部 ３ に 、 幅
Eが ０ ． ３ ０ ～ ０ ． ４ ０ ｍ ｍ で あ る 油 孔 ４ を 直 列 状 に 形 成 し て 成 る 。 ま た 、 レ ー ル 部 ２ の
摺 動 面 の 幅 Ｄ は ０ ． １ ３ ～ ０ ． １ ９ ｍ ｍ に し 、 レ ー ル 部 の 内 側 傾 斜 角 度 θ は ３ ～ ７ ° に し
て 成 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 、 レ ー ル 部 ２ の 外 側 傾 斜 面 の 下 端 と 側 面 ５ の 上 端 と を 直 接 接 続 す る 構 成 に し て
も よ い が 、 段 部 ６ で 接 続 し た 構 成 に す る と 、 間 隔 Ｃ を ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 以 上 に よ り 一 層 容 易 に
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 構 成 に お け る 数 値 限 定 の 理 由 は 次 の と お り で あ る 。
　 レ ー ル 部 ２ の 摺 動 面 の 幅 Ｄ を ０ ． １ ３ ～ ０ ． １ ９ ｍ ｍ の 範 囲 に し 、 レ ー ル 部 の 内 側 傾 斜
角 度 θ を ３ ～ ７ ° の 範 囲 に し た の は 、 溝 付 異 形 線 材 １ の 幅 Ｂ 内 に お い て 、 油 掻 き 落 と し 作
用 上 必 要 な レ ー ル 部 の 幅 と 油 孔 の 幅 Ｅ を 確 保 し な が ら 、 レ ー ル 部 の 外 側 隅 部 と 両 側 面 の 延
長 し た 基 準 線 と の 間 隔 Ｃ を ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 以 上 取 る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 次 に 、 こ の 形 態 に 係 る 溝 付 異 形 線 材 １ は 、 例 え ば 次 の 方 法 に よ り 製 造 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 を 伸 線 加 工 し て 所 要 線 径 に 減 径 し 、 こ の 線 材 を 焼 き な
ま し 処 理 に よ り 軟 化 さ せ た 後 、 溝 を 有 す る ロ ー ル に よ っ て 上 下 、 左 右 方 向 の 圧 延 加 工 を 複
数 回 に わ た っ て 行 い 所 要 の 形 状 に 形 成 す る 。 次 に 、 打 ち 抜 き 加 工 に よ っ て 、 線 材 長 手 方 向
の ウ ェ ブ 部 に 油 孔 を 設 け た の ち 、 オ イ ル リ ン グ 用 異 形 線 材 と し て 必 要 な 強 度 、 バ ネ 性 、 真
直 性 を 得 る た め に 焼 き 入 れ 焼 き 戻 し 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た オ イ ル リ ン グ 用 異 形 線 材 を リ ン グ 加 工 し た 後 、 窒 化 処 理 を 施
し て オ イ ル リ ン グ と な し 、 こ れ を シ リ ン ダ に 装 着 し て 油 掻 き 性 に つ い て 試 験 を 行 い 評 価 を
行 っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 結 果 、 従 来 の ２ ピ ー ス 構 造 の オ イ ル リ ン グ と 同 等 以 上 の 油 掻 き 性 を 有 す る こ と が 確
認 で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 溝 付 異 形 線 材 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ 　 　 　 溝 付 異 形 線 材
２ 　 　 　 レ ー ル 部
３ 　 　 　 ウ ェ ブ 部
４ 　 　 　 油 孔
５ 　 　 　 側 面
６ 　 　 　 段 部
Ｂ 　 　 　 溝 付 異 形 線 材 の 幅
Ｃ 　 　 　 間 隔
Ｄ 　 　 　 レ ー ル 部 摺 動 面 の 幅
Ｅ 　 　 　 油 孔 の 幅
Ｔ 　 　 　 溝 付 異 形 線 材 の 厚 さ
θ 　 　 　 内 側 傾 斜 角 度
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【 図 １ 】
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